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木

頭

森

林

組

合

の
ー
ー
そ
の
展
開
過
程
と
性
格
1

|

ふ

μ

徳
島
県
那
賀
郡
の
が
閉
山
林
業
は
先
進
民
林
業
地
帯
で
あ
る
。
民
林
業
地

柑
に
お
い
て
は
製
材
資
本
・
木
材
問
屋
と
山
元
山
林
所
有
者
と
の
対
抗
関

係
が
問
題
で
あ
る
が
、
木
頭
で
は
製
材
資
本
は
木
材
の
生
産
i
流
通

l
加

工
の
全
過
程
を
掌
梶
L
強
大
な
支
回
休
制
を
築
い
て
い
た
。
流
迭
の
み
に

上
る
木
材
搬
出
方
法
が
と
の
支
臨
の
基
底
を
な
す
も
の
で
あ
ョ
た
。
森
林

組
合
は
林
業
生
産
荷
造
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
木
一
賄
の
森
林
組
合
も

林
業
発
達
の
担
当
者
と
し
て
の
機
能
主
発
揮
し
た
が
、
同
時
に
ま
た
客
観

的
に
は
製
材
資
本
の
支
臨
を
補
強
す
ゐ
役
割
を
も
果
し
て
い
た
の
で
あ
ヲ

た
。
ー
か

L
戦
後
長
安
口
ダ
ム
の
築
造
は
木
材
搬
出
方
法
を
琉
送
か
ら
陸

送
へ
全
面
的
に
転
換
せ
し
め
た
。
流
送
依
存
と
い
う
搬
出
方
法
の
府
異
性

は

し

き

木
頭
の
森
枠
組
一
合

[11 

尚

武

尾

誠

之

刀t

柿雄

こ
そ
製
材
資
本
の
支
国
体
制
の
一
某
軸
で
あ
り
た
か
ら
、
こ
り
転
換
は
同
時

に
そ
の
体
制
の
崩
壊
を
誘
発
す
る
一
契
機
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
ヲ
た
。

製
材
資
本
の
原
木
買
付
の
独
占
体
制
か
ら
山
林
所
有
者
の
問
主
同
な
市
場

選
択
の
方
向
へ
動
き
つ
つ
あ
る
。
山
林
所
有
者
に
よ
ヮ
て
推
進
さ
れ
実
現

さ
れ
た
陸
市
設
置
は
そ
の
シ
シ
ポ
ル
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
変
勤
に
照
応
し

て
木
頭
森
林
組
合
も
変
容
せ
ぎ
る
を
え
ず
、
つ
い
に
分
裂
す
る
に
主
ヲ
た

の
で
あ
る
。

木
頭
森
林
組
合
の
設
立
以
降
そ
の
戦
前
及
び
戦
時
巾
の
機
能
並
び
に
戦

後
分
製
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
分
裂
後
に
お
け
る
新
旧
組

合
の
経
営
町
一
実
態
、
そ
の
性
格
の
需
具
を
林
業
生
産
構
造
と
の
閉
山
理
に
お

い
て
決
討
す
る
こ
と
が
小
論
の
課
顔
で
あ
る
。

事
七
十
九
巻

第
四
号

一

主

主



木
頭
目
森
林
組
合

木
践
に
お
け
る
森
林
組
合
の
源
は
明
治
二
九
年
奥
木
頭
村
(
現
在
木
頭

村
〉
に
設
立
さ
れ
た
林
業
制
合
で
あ
る
。
同
組
合
の
規
約
に
よ
れ
ば
、
林

業
組
合
は
「
森
林
養
護
普
及
ノ
タ
メ
本
村
居
住
ニ
シ
テ
森
林
業
篤
志

ノ
者
ヲ
以
テ
組
織
」
さ
れ
「
林
業
組
合
の
活
動
に
依
コ
て
一
般
造
林
熱
は

鼓
吹
せ
ら
れ
、
共
の
業
績
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
士
」
(
永
田
荒
之
助
・

椋
島
県
那
賀
川
流
域
林
業
経
営
調
査
報
告
菩
、
昭
和
一
六
年
、
王
一
|
二

頁
〉
。
こ
の
後
の
林
業
組
合
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。
大
正
二
一
年
ー
に
は

そ
の
後
身
と
み
ら
れ
る
木
一
閉
山
林
会
が
那
賀
川
涜
送
協
の
改
修
事
業
に
従

事
し
て
い
た
よ
ラ
で
あ
る
が
、
資
料
の
存
在
し
な
い
た
め
そ
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
林
業
組
合
及
び
木
頭
山
林
会
の
時
期
は

い
わ
ば
森
林
組
合
目
前
史
を
た
す
も
の
で
あ
る
。
森
林
組
合
が
本
格
的
に

活
動
を
始
め
た
の
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
木
顕
士
工
保
設
施
業
森
林
組
合

(
以
下
一
二
世
組
合
主
略
称
す
る
)
め
設
式
さ
れ
た
大
正
一
五
年
以
降
で
あ

る
。
三
間
組
合
は
昭
和
一
七
年
戦
時
木
材
統
制
の
末
端
機
闘
と

L
て
追
補

責
任
木
頭
森
林
組
合
に
改
編
き
れ
、
昭
和
一
七
年
に
は
森
林
訟
の
改
正
に

伴
い
木
一
期
一
様
林
組
合
に
改
組
台
れ
た
白
だ
が
昭
和
二
八
年
同
組
合
か
ら
木

頭
村
森
林
部
台
、
翌
二
九
日
咋
に
は
上
木
頭
村
森
林
組
合
が
分
裂
し
た
の
で

あ
る
。
ま
ず
一
一
~
関
組
合
と
追
椅
責

f
組
合
の
時
期
に
お
け
る
組
合
経
営
の

実
態
お
よ
び
組
合
の
果
し
た
階
層
的
役
割
な
ど

r
っ
レ
て
考
察
し
よ
う
。

」
「
一
旦
種
組
合
の
設
立
と
活
動
大
正
一
五
年
に
い
た
ヮ
て
=
一
種
組

第
七
十
九
巻

事
四
号

主
六

合
の
訟
立
さ
れ
た
第
一
の
要
因
は
、
木
材
恐
慌
の
深
化
を
契
機
と
す
る
林

業
共
同
施
設
奨
励
規
則
の
公
布
で
あ
る
e

森
林
組
合
制
度
が
法
制
的
に
林

政
史
上
に
登
場
す
る
の
は
明
治
円
。
年
の
森
林
法
改
正
以
後
の
こ
1

乙
で
あ

る
。
爾
来
政
府
は
鋭
意
組
合
の
設
立
を
奨
励
し
た
が
、
設
立
状
況
は
恨
め

て
低
調
で
あ
ヲ
介
。
主
こ
ろ
が
第
一
次
大
戦
後
に
始
ま
る
木
材
恐
慌
の
深

化
を
契
機
に
林
業
共
同
施
設
奨
励
規
貯
が
会
布
さ
れ
て
か
ら
森
林
組
合
が

族
生
し
た
ロ
共
同
施
設
奨
励
費
は
森
林
組
合
の
行
う
共
同
姉
設
に
対
し
て

の
み
交
付
さ
れ
士
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
泊
合
設
立
の
強
力
た
桓
粁
と
な
ヌ

た
。
一
二
種
組
合
も
主
た
奨
励
規
則
の
坤
し
?
?
で
あ
っ
士
。
木
同
地
区
白
山

林
は
総
面
積
の
六
八
%
を
し
め
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
私
有
林
で
あ

る
。
私
有
林
か
ら
伐
出
さ
れ
る
木
材
は
大
正
七
年
に
は
年
間
三

c
bお
に

近
く
、
林
業
生
産
額
は
地
区
総
生
産
物
の
八
O
%
余
に
達
し
、
林
業
は
木

頭
産
業
の
大
宗
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
木
材
恐
慌
に
よ
ヮ
て
木
頭
林
業
は

大
打
撃
を
う
け
た
。
平
粧
の

T
族
館
は
不
況
の
さ
な
か
に
米
材
で
増
築

さ
れ
た
と
い
う
が
、
こ
の
掃
請
は
米
材
が
非
常
な
低
価
格
E
流
通
し
て
お

り
H
っ
か
か
る
奥
地
を
も
席
捲
し
て
い
た
こ
主
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

州
宵
川
筋
部
材
川
口
附
近
清
材
数
量
の
変
動
の
跡
を
辿
っ
て
み
る
と
(
静

1
表
〕
、
明
治
四
二
白
か
ら
大

E
ヒ
年
宣
で
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
が

大
E
七
年
を
ピ
1
グ
に
猷
少
し
は
に
め
、
外
材
が
跳
梁
し
始
め
た
大
正
九

年
に
は
明
治
四
一
一
年
北
準
に
被
少
、
一
一
年
に
は
七
年
の
凹
分
の
一
に
激

浪
し
て
い
る
。
羽
V-

二
一
主
ー
に
は
若
干
回
復
し
て
い
る
が
な
お
七
年
の
二
分

自
一
に
す
ぎ
ず
、
以
後
昭
和
七
年
ま
で
こ
り
線
を
低
迷
し
て
い
る
。
米
材
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悩
一
計
一
削
山
川
刷
出
川
川
一
の
下
落
と
寂
引
金
の
紡
少

酌

一

一

E
以

以

t

M

M
山
了
氏
ょ
に
よ
り
林
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所
得
は
激

品
汀
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一
I
l
l
i
-
-
-
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一

J
市
浪
し
、
山
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有
者
は
苦

祐
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材
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一

)

一

一

日

v

一

一

-

-

E

一

弘

よ

境

に

岬

時

す

る

に

至

ヲ

近
一
生
一
叫
持
制
閃
出
一
一
「
表

t

一

'
E

一
一
ヨ
考
た
。
か
く
て
山
林
所
有
者

，
T

一-一一

1

一
石
点

刊
一
川
団
|
|
l
i
l
i
-
-
-
h
鵠
に
と
っ
て
は
、
共
同
施
設

相

一

地

産

一

一

才

議

奨

励

金

の

交

付

に

よ

っ

て

流

一

林

一

日

ロ

U

M

M
一
万
全

的

一

造

一

肌

胤

地

位

脱

一

1
質
生
産
条
件
を
改
善
し
採
算

制
一
四

L
6
4
l
u
じ
幻
一
一
唱
間
関
係
を
好
転
さ
せ
る
こ
L
乙

刑
円
V
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
舶
が
可
能
と
な
っ
た
。

L
か

い
一
度
一
昨
咋
咋
昨
一
川
叫
ん
同
一
間
車
も
奨
励
予
算
は
森
林
組
合

日
ご
hr

一

泊

五

和

一

の

行

う

共

同

施

設

に

対

し

易
一

4

一旧，
L
r

、

J

d

l

-

坪
「
LIl--ト一Ill111十
1
1
1
1
1
1
一
て
の
み
交
付
さ
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
獲
得
す
る
に
は
山
林
所
有
者
は
森
林
組
合
を
設
立
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
の
要
因
は
林
業
牛
一
産
の
原
生
林
か
ら
育
成
林
へ
の
移
行
で
あ
る
。

山
一
元
木
材
側
絡
は
市
場
木
材
価
格
か
ら
諸
経
費
を
控
除
し
て
算
出
さ
れ

る
。
木
頭
に
お
い
て
も
立
本
の
「
才
当
り
w
早
川
ほ
、
総
て
古
庄
・
叩
島
方

面
に
於
付
る
市
場
の
製
品
単
価
か
ら
運
賃
・
持
取
り
を
蛇
除
し
て
、
算
刊

さ

μ
て
い
る
。
所
開
通
算
に
よ
る
何
格
」
(
一
凱
田
・
前
持
害
、
九
む
瓦
)

で
あ
る
。
放
に
山
一
正
木
材
価
格
は
市
場
価
格
が
不
変
な
ら
ば
諸
終
経
費

木
頭
の
森
林
組
合

(
伐
採
・
集
材
・
運
材
)
の
増
波
に
逆
比
例
し
、
諸
経
費
の
節
践
は
山
一
古

木
村
冊
持
騰
貴
の
一
要
因
と
な
る
。
木
原
に
お
け
る
諸
経
費
を
み
る
に

(
第
2
表
)
、
散
流
及
び
筏
流
の
費
用
即
b
流
送
費
が
総
経
費
の
七

O
%

に
達
し
て
レ
る
。
流
送
裂
の
酵
蹴
の
た
め
に
は
流
送
路
の
改
修
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
は
山
林
山
同
有

者
の
震
六
な
関
心
事
で
な

ト

L
f
E
コ
h

K

3

ヲ

一

ト

v
k
み
4
レ

h
I
r一
式
刀
守
主

し
か
し
原
住
林
か
ら
の
伐

出
が
主
た
る
ば
あ
い
、
涜

送
費
の
節
波
の
た
め
山
林

所
有
者
が
自
ら
積
械
的
に

流
送
路
の
改
修
を
な
す
場

合
は
相
対
的
に
少
い
と
思

わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
原
生

林
町
場
合
、
そ
れ
に
投
下

さ
れ
た
前
貸
資
本
は
一
般

的
に
少
い
か
ま
た
は
全
く

な
い
。
と
こ
ろ
が
育
生
林

か
ら
の
伐
山
川
が
支
酎
的
に

な
る
と
、
山
林
所
有
者
は

山
一
見
山
林
価
格
を
そ
の
育

首f}2表伐木・珪材・運材諸経費内訟

同ホ・造材|草 材搬 出 I~， 
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木
頭
白
森
枠
組
合

生
に
担
下
せ
る
資
本
に
刻
す
る
利
潤
計
算
に
基
い
て
算
問
す
る
で
あ
ろ

う
。
育
生
林
業
は
資
木
の
長
期
回
転
性
の
ゆ
え
不
利
な
一
産
業
部
円
で
あ

り
、
育
生
林
所
有
者
は
現
実
の
木
材
価
格
と
利
潤
計
算
に
よ
る
価
格
と
の

括
離
会
意
識
す
る
に
至
る
ロ
山
林
所
有
者
が
こ
の
兎
離
を
う
ず
め
よ
う

と
、
山
一
苅
木
材
価
格
の
引
上
げ
の
た
め
に
流
、
活
路
改
修
に
積
極
的
医
乗
山

す
の
は
け
だ
し
必
然
的
過
程
で
あ
ろ
う
。
ホ
顕
地
区
の
木
材
伐
出
量
に
つ

き
原
生
林
・
育
生
林
別
に
そ
の
動
向
主
み
る
と
前
出
第
1
表
の
如
く
、
育

生
林
か
ら
の
伐
同
数
量
は
大
正
七
年
に
は
総
量
の
一

O
%内
外
に
す
ぎ
な

い
が
、
八
年
に
は
凹

C
%に
増
ふ
へ
し
そ
の
後
圧
倒
的
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
と
共
に
山
林
所
有
者
は
前
述
の
事
情
か
ら
那
賀
川
流
法
路
の
改
修
を
積

梅
的
に
推
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
種
組
合
の
設
立
は
か
か
る
事
情
に

基
く
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
要
因
は
那
賀
川
下
流
の
製
材
業
者
に
よ
る
山
林
の
集
積
で
あ

る
。
流
送
路
の
改
修
の
場
合
に
は
全
線
に
わ
た
る
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

部
分
的
改
修
で
は
流
送
費
の
節
波
、
流
送
期
聞
の
短
縮
等
の
経
済
的
効
果

は
少
い
。
一
二
種
組
合
の
疏
送
路
は
谷
口
以
西
凶
ヶ
村
に
わ
た
る
が
、
山
林

所
有
者
間
に
所
者
規
模
の
差
異
的
A

び
利
用
形
態
の
多
様
性
に
蒜
〈
利
害
対

立
も
あ
り
て
、
彼
等
が
共
同
し
て
こ
れ
を
改
修
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
部
域
四
ケ
村
の
二
千
名
を
こ
え
る
山
捗
所
有
者
が
三
種
組
合
に
合
流

し
流
送
幅
改
修
に
従
事
L
た
の
は
、
那
賀
川
下
読
の
製
材
資
本

1
木
材
問

罵
が
山
林
を
集
積
し
自
ら
大
山
林
所
有
者
に
転
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
製
材
資
本
の
山
林
集
積
の
過
程
は
、
第
一
次
大
戦
巾
お
よ
び
戦

情
じ
十
九
巻

四

第
四
号

主
八

一

後

日

円

惜

の

時

期

に

激

ト
一
一
山
一
)
5
3
9
6
9
8
5
加
し
く
進
行
し
た
(
停

制
一
同
一
阿
山
川
側

m
m
m
m
一柑

L

3
表
争
開
)
。
山
林

↓
一
冊
一

L

4

L

一
K
W
移
動
の
政
増
は
原
本

表
程

I

R

l

」
雑
草
の
官
室
長

別
問
一
次
一

3

由
主
主
一
汗
れ
れ
U
U
H
U

し一

3
4ハ

I

U

一
頭
部
労

枇

一

叫

ト

ト

ト

ト

ド

↑

一

木

枠

大

別

し

て

付

自

力

搬

集
一
年
一
位

:

4

R

和

一

羽

問

、

科

才

涜

り

、

同

附
一
l
L
|
阿
|
|
犬
同
」
日
見
た
お
し
、
の
二
一
つ

の
型
が
あ
る
が
、
け
円
と
討
は
側
ム
ベ
行
わ
れ
る
程
度
で
伺
が
一
般
的
で
あ

る
。
見
た
お
し
と
は
、
目
測
に
よ
ヲ
て
材
積
を
測
定
L
買
主
と
交
渉
L
売

却
し
木
材
業
者
が
伐
採
、
搬
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
立
木
の

み
な
ら
ず
土
地
も
売
買
さ
れ
る
こ
と
が
少
く
な
か
っ
た
の
で
、
出
材
量
の

激
増
は
必
然
尚
に
山
林
移
動
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
村
内
村
外
別
山

林
所
有
状
況
の
推
移
の
例
を
み
れ
ば
(
第
4
表
)
、
大
正
一

O
年
に
両

者
の
比
率
は
逆
転
L
村
外
所
有
の
比
重
が
圧
倒
的
と
な
っ
て
い
る
。
村
外

に
流
出
し
た
山
林
の
多
〈
は
製
材
資
本
の
手
中
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
か

か
る
推
移
は
木
一
聞
の
各
社
に
お
い
て
多
少
程
度
を
異
に
し
、
地
区
全
俸
シ

し
て
村
外
地
、
正
の
支
配
的
と
な
る
の
は
昭
和
恐
慌
以
後
で
あ
る
が
、
大
E

末
期
に
既
に
か
か
る
情
勢
は
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
ヲ
た
の
で
あ
る
。
製
材
資

京
の
山
林
集
積
の
前
提
条
件
た
る
資
本
蓄
積
を
可
能
な
ら
し
め
た
重
要
な



「

第4表 村 内村外所有音別

所有'面積 の推移 一浪

.村外所有者別山林

1推移 一沢谷一

難麟 腿
14.4062,672!1,10工

68

2,072

131・0117・1

. 蜘415論1

32167.182.9

Il面積(町)

.

,%
　お

1. 礁(町)i2,融

村

内

村

外外i %132167.182.91

〔註 〕半 田良一 ・森 田学=木 頭地方
におけ る林業生産 の性格 とその展
開過程,林 業経済7巻12号

要
因
は
、
木
頭
地
区

の
木
材

搬
出
方
法
が
流
送
の
み
に
限

定
さ
れ
て

い
た

点

に

あ

っ

た
。
流
送

の
場
合
、
搬
出
期

間

は
通
常

一
年
を
要
し
か

つ

㎝
挙
に
相
当
大
量
の
木
材
を

伐
出
す
る
こ
と
が
必
.要
で
あ

っ
た
、
そ
れ
故
、
山
林
所
有

者
が
自
ら
山
林
を
伐
採
し
搬

出
す
る
こ
と
は
、
相
当
多
.額

の
資
金
を
必
要
と
す
る
た
め
容
易
で
ぽ
な
く
、
他
方
小
資
本

の
業
者
の
木

頭
進
出
も
事
実
上
排
除
さ
れ
た
。

「
流
送

一
本
と
云
う
搬
出
方
法

の
特
異

性

か
ら
取
引
関
係
が

一
部
の
大
口
取
引
者

の
み
に
限
定

せ
ら
れ
、
材
価
そ

の
他
色

々
の
角
度
か
ら
大
き
な
圧
力

の
あ

っ
た
事
も
衆
口
の
認
め
る
所
」

〔木

頭
村
森
林
組
合
・木
頭

の
林
業
、
昭
和
三
〇
年
、

一
〇
頁
)
で
南
り
、

陸
路
拡
充
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
な
が
ら
も
進
捗
し
な
か
っ
た
の
は
、
製
材

資
本

の
政
治
的
圧
力
に
よ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る
。
流
送
路

は
原
木
買

付
-
資
本
蓄
積
-
山
林
集
積
と
い
5
運
動

の
出
発
点
を
な
し
、
製

材
資
本

の
木

頭
林
業

支
配
の
基
礎
的

条
件

で
あ
っ
た
。
か
か
る
製
材
資
本
が
同
時

に
大
山
林
所
有
者
と
し
て
強
力
な
発
言
力
を
も

つ
に
至
っ
た
こ
と
が
、
流

送
路

改
修
を
め
ぐ
る
山
林
所
有
者
内
部

の
軋
轢
凌
鎮

め
、
木
材
流
送
路

の

政
談

に
全
力
を
注
い
だ
三
種
組
合

に
山
林
所
有
者
の
大
都
分
な
結
集
せ
し

木

頭

の

森

林

組

含

め
た

一
要

因

で
あ

ろ
・)
。
ま

た
製

材
資

本

は
か

か

る
一

A十B

C

48.8%

64.2

40.4

76ユ

63.6

第5表 三種組 合の歳 出内訳

艶 ・・…・君・i

8,675

356

210

:17,920

　一!7
.475

2・865…23・263

口23 .16,461

175813.488

灘 騰:葎茎翼i熱1慰
∩1AoIRnΩ り1 _」 ∩qワ5Qワ 卿5,0323,737

2,6352,16⑪

5,60013,866

S,7403,778

4,9003.981

5,600

7,009

1,065

5,032

2,635

1,ユ99

3,584

9,108

一,680

2,257

3,161

3,93ユ

昭和3底1

6年

8年

工D年

12年

〔註 〕各 年 度 決算 書 よ り作 成.借 入 金 返 済 を事 業費 に加 算 し.たの は,それ は 自 己流 送 路
の改 修 を2万 円余 を投 じて 実 施 し.たが,昭 和3年,

資 金 に よって で は な く借入 金 に よっ て施 行 され,そ の借 入 金 が年 々返
済 され つ つ あ るか らで あ る.

↑重
.性
格

に
某
き
、

材
価
騰
貴
の
際
に
は
自
己

の
山
林
を
伐
採
し
、
下
落

の
場
合

に
は
地
元
所
有
者

セ

　

の
山
林
を
よ
り
安
く
買
叩

く

こ
と
に
よ

っ
て
、
景

気

変
.動

に
巧
妙

に
対
処
す
る

と
共
に
更

に
山
林
集
積
を

進

め
た
の
で
あ
る
、

次

に
三
種
組
合
の
事
業

内
容
を
各
年
度
決
算
書
や

総
会
議
案
等
を
利
用
し
て

検
討
し
よ
う
。
第

5
表

は

組
合

の
歳

出

内

訳
を

示

す
。
同
異
に
よ
れ
ば
各
年

度
に
お
い
て
若
干
変
動

は

あ
る
が
、
歳
出
総
額

に
し

め
る
事
業
費

の
比
重
は
相

当
量
.く
、
奨
励
規
則

の
公

布
以
後
族
生
し
た
森
林
組

合

の
多
.く
が
補
助
金
を
5

け
て
林
道
工
事
を
繋
る
と

第
七
.十
九
巻

三
三
五

第
四
号

五
九



ホ
頭
白
森
体
組
骨

睡
眠
組
合
と
化
し
た
の
と
は
具
り
、
本
納
骨
は
終
始
活
動
尚
で
あ
っ
た
こ

〉
一
が
知
ら
れ
る
。
豆
蓄
の
内
訳
を
み
る
主
、
木
材
椛
出
柿
設
の
改
善
の

か
一
め
の
支
而
が
圧
倒
的
E
あ
る
。
コ
組
組
合
で
は
な
く
一
一
概
1
士
工
組
合

シ
一
円
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
棚
田
施
設
改
を
へ
の
支
山
刊
を
、
抽
出
送
路
主
林

道
関
係
と
に
凡
打
け
て
み
れ
ば
、
借
入
金
償
還
額
を
前
者
に
加
算
す
る
た
ら

ぱ
(
第
5
衰
備
考
書
照
)
前
者
へ
の
支
出
が
圧
倒
的
で
あ
る

G

更
に
拠
出

施
設
の
整
備
は
組
合
費
以
外
の
資
金
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る

G

い
ま

両
事
業
へ
の
資
金
投
下
樹
累
計
を
み
れ
ば
「
葬
6
表
)
、
昭
和
一
二
年
ま

で
に
水
路
関
係
事
業
に
九
万
二
千
円
、
林
道
関
係
事
業
に
は
二
万
八
千
円

で
あ
る
。
林
道
網
は
延
長
一

O
粁
余
が
敷
設
さ
れ
た
が
、
「
そ
の
範
悶
は

尚
極
め
て
一
回
世
部
分
に
限
ら
れ
、
木
頭
林
業
地
と
し
て
は
更
に
多
数
の
路

線
を
必
要
」
(
永
岡
・
前
損
害
六
三
頁
)
と
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
水
路

悶
係
事
業
は
具
依
的
に
は
付
那
賀
川
京
消
の
岩
石
破
砕
と
渋
世
、
伺
集
水

堰
の
築
造
、
仲
谷
口
土
場
の
改
修
よ
り
な
り
、
此
等
が
有
機
的
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
木
材
を
安
全
、
確
実
、
低
隔
に

F的
地
に
搬
附
す
る

と
と
が
で
き
る
。

岩
石
破
砕
と
没
世
に
は
水
路
関
係
事
業
費
の
大
部
分
が
投
下
さ
わ
て
レ

る
。
大
正
一
五
年
三
縄
相
合
設
史
後
直
ち
に
「
二
万
円
ヲ
投
ジ
テ
岩
石
破

砕
工
事
ヲ
ナ
シ
L

昭
和
七
年
以
降
最
山
村
田
い
救
事
業
予
算
に
よ
り
問
万
三

千
円
を
、
「
年
以
降
に
ほ
絞
芦
停
日
事
業
予
算
に
よ
り
一
方
七

T
円
を
投

じ
、
二
一
年
誌
で
に
累
計
九
万
円
余
支
出
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
本
流
の

改
修
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ

rが
「
尚
支
流
一
一
於
ア
漬
憾
ノ
点
不
悌

:
i同
断

第
七
十
九
巻

第
四
号
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第 6表 71<路および梓道関係事誌へ(7.):-RI:B相累計

駒 11附走品主主主|事ーで二 17|林道

i-:=-工記亘蚕扇目玉害担直売孟| 一一 |二: 小 |関係

i 院日ぎによ曹にす己主|徒|議 l判事業

|耳目EF下 11?2可て|函9
6年 24.660: '24，66!) I - 24，669 

8年 1125，附 :37，酬-1 8，6751 - i - ，72，23引払006 77，833 

1υ年|出338)43，90010，3661 - 1 2，004 3，403 89，911 )19，021108，932 

1臼2年 |同凶2却此町9仏9，7削9伺91凶4羽日M刷，9川川9叫州0ω01η7，6珂叫l一 6.0!iR 竺竺並旦8，6刷8叫4判山1126問紙削6ι印，1
C~ロ幻各年度決4算事書書:より作成.
都円士主岳民:惇自主木額が昭和四年に加費きれないりは，改修目白ち，三画
組合から離れしτ製材組合に移管されたか bであ，~， 

舌ト

/、。ナ
グ
容
易
一
一
木
材
ヲ
涜

送
シ
得
ル
事
設
」
の
築

造
が
痛
感
さ
れ
、
昭
和

一
O
年
に
は
二
千
九
百

円
、
一
一
年
に
は
阿
千

円
が
投
下
さ
れ
た
。
そ

の
竣
工
に
よ
り
け
渇
水

期
で
も
「
一
昼
夜
ノ
淵

ホ
ニ
テ
下
高
一
旦
以
ヒ

ニ
木
材
ヲ
流
干
」
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、

科
「
木
材
ヲ
短
期
間
ニ

流
送
ス
ル
ヲ
以
テ
損
傷

ヲ
与
エ
ル
コ
ト
ナ
グ

長
期
間
山
地
一
一
放
情

ス
ル
コ
1
ナ
キ
タ
メ
木

材
ノ
腐
朽
間
傷
マ
タ
ハ

一
小
時
間
水
に
際

v
消
失

ノ
虞
一
を
絶
滅
す
る
な

ど
の
効
果
が
め
っ
た
。

か
く
て
木
、
安
統
的
一
改

修
が
進
ん
だ
が
更
に
一



つ
の
隆
路
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
科
口
土
場
で
あ
る
。
木
頭
の
木
材
は
特
口

土
場
よ
り
筏
流
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
狭
臨
む
た
め
編
筏
が
困
難
で
あ
り
、

そ
の
た
め
木
材
堆
積
し
小
経
木
の
損
傷
す
る
も
の
品
く
ま
た
僅
の
一
山
川
水
で

流
失
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
昭
和
一
心
年
三
千
四
百
円
が
士
場
拡
張
に

授
下
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
一
連
の
水
路
工
事
に
上
り
組
合
理
事
者
の
自

負
す
る
土
う
に
「
木
材
ヲ
安
全
確
実
ニ
短
時
間
一
一
低
成
ナ
ル
経
費
ヲ
ば
テ

市
場
へ
拠
問
シ
ウ
ル
」
よ
う
に
な
り
木
材
流
送
費
は
「
畑
合
創
設
以
前
一
一

比
シ
テ
半
額
以
下
一
一
低
τ
γ
其
ノ
利
益
凡
ソ
年
額
一

O
方
向
一
一
連
ス
ル
」

絶
大
な
効
果
を
あ
げ
「
杉
山
ノ
山
一
万
価
格
ハ
木
頭
ト
同
一
地
勢
ユ
ア
パ
山

村
一
一
比
γ
遁
ニ
優
位
」
と
な
っ
た
。
か
く
て
市
送
路
の
改
修
は
山
林
所
有

者
に
経
済
的
利
訴
を
与
え
た
が
、
流
法
一
ー
本
に
よ
る
搬
出
方
法
り
特
異
性

に
謀
長
、
、
下
流
製
材
資
本
が
貝
付
を
独
占
L
材
価
決
定
の
へ
ゲ
モ
ニ
ー
を

掌
搾
L
て
い
た
状
態
白
下
で
は
、
改
修
に
よ
る
利
誌
は
相
対
的
に
は
む
し

ろ
製
材
業
者
に
帰
し
た
で
あ
ろ
う
。
本
材
斡
旋
を
め
ぐ
る
山
林
所
有
者
の

闘
を
し
は
こ
の
点
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
昭
和
八
年
A
総
代
が
組

合
の
木
材
販
売
事
業
主
提
案
し
、
翌
九
年
M
総
代
は
「
昨
年
A
総
代
ノ
提

案
ヲ
議
決
セ
ジ
一
一
一
小
拘
何
等
具
体
化
ヲ
ミ
ズ
定
款
第
二
条
ノ
事
業
ニ

閲
ス
ル
坦
定
ノ
一
部
ハ
空
文
-
一
過
ギ
ズ
」
と
組
合
の
在
り
方
を
鋭
〈
非
難

す
る
k
士
〈
に
販
売
斡
旋
の
具
体
案
の
作
成
を
要
望
し
て
い
る
。
間
総
代
は

い
ず
れ
も
製
材
業
を
営
ま
な
い
山
林
所
有
者
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
股
売

事
業
は
全
然
行
わ
れ
な
か
ヮ
た
の
で
あ
る
ロ

「
創
設
以
来
流
送
路
ノ
改
修
ユ
全
力
ヲ
注
イ

r」
一
一
一
関
机
合
は
、
客
観

木
頭
。
森
林
組
合

的
に
は
そ
れ
自
身
大
山
林
所
有
肴
で
あ
る
製
材
業
者
の
木
頭
林
業
に
対
す

る
支
配
体
制
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ヮ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

=
追
補
責
任
木
頭
森
林
組
合
へ
白
移
行
と
そ
の
活
動
戦
時
体
制

に
ス
る
正
共
に
一
一
一
-
一
一
間
組
合
も
そ
の
一
環
と
し
て
昭
和
一
七
年
追
補
責
任
木

頭
森
林
組
合
に
移
行
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
け
昭
和
一
四
年
の
森
林
法
改

正
に
よ
る
森
林
組
合
制
度
の
改
編
、
伺
木
材
統
制
法
(
一
六
年
)
の
公
布

に
よ
る
戦
時
林
業
統
制
の
機
構
的
地
稀
で
あ
る
。
木
材
生
産
の
増
強

ι適

正
価
格
の
維
持
と
は
戦
時
経
済
の
要
請
で
あ
る
。
林
業
統
制
は
木
材
輸
ス

統
制
(
三
年
)
を
も
っ
C
始
り
、
用
材
輸
入
統
制
(
一
四
年
)
な
ど
に

み

b
れ
る
価
格
統
制
を
経
、
生
産
商
へ
拡
大
し
て
ゆ
き
、
森
林
法
改
正
は

そ
の
日
強
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
市
で
は
私
有
林
経
営
へ
の
国
家
の
干

渉
、
他
方
で
は
森
林
組
合
の
林
業
統
制
機
構
へ
の
編
成
替
を
意
図
し
た

が
、
特
に
後
者
が
主
要
円
的
で
あ
っ
た
。

改
正
に
よ
り
森
林
組
合
は
描
業
案
を
編
成
し
、
地
方
長
官
の
認
可
を
受

け
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
と
な
ワ
た
。
施
業
要
件
と
し
て
は
伐
採
及
び
造
林

の
予
定
量
、
輪
伐
期
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
伐
採
予
定
量

は
木
材
供
出
制
ξ

関
連
し
て
施
業
案
の
主
要
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
っ

た
。
木
材
統
制
法
的
公
布
に
よ
り
戦
時
林
芙
統
制
町
機
構
が
整
備
さ
れ
る

E
共
に
森
林
組
合
ほ
施
業
案
中
心
の
組
合
へ
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
即
ち

「
原
木
町
統
制
、
製
材
統
制
及
び
消
費
規
制
」
の
機
関
と
L
て
全
国
制
に

は
日
本
木
材
会
社
、
府
県
に
地
方
不
材
会
社
が
設
忠
さ
れ
た
が
、
森
林
組

合
は
こ
の
日
木
社
l
地
木
社
に
つ
ら
な
る
林
業
統
制
の
末
端
機
関
と
し
て
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木
頭
目
森
林
組
合

再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
L
な
が
ら
徳
島
地
木
社
は
那
賀
川
疏
城
に

お
い
て
は
有
名
無
実
の
存
在
で
、
統
制
機
関
と
し
て
の
活
動
に
は
見
る
ベ

を
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
替
る
統
制
機
関
と
し

て
、
昭
和
一
七
年
那
賀
川
木
村
生
産
組
合
が
有
力
製
材
業
者
一
凶
名
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
、
と
れ
に
対
応
し
て
同
年
三
種
組
合
は
追
補
責
任
木
頭
森

林
組
合
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

迫
補
責
任
組
合
は
定
款
第
二
条
に
組
合
の
行
う
べ
き
事
業
五
項
目
を
あ

げ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
施
業
察
ニ
基
キ
・
森
林
産
物
ノ
処
分
ヲ
為

ス
コ
ト
」
が
主
た
る
業
務
で
あ
っ
た

Q

具
体
的
に
は
付
生
産
組
合
し
乙
の
山

元
木
材
価
格
の
協
定
、
伺
戦
時
強
制
伐
採
の
計
画
安
施
で
あ
る
@
統
制
時

代
の
木
頭
に
お
け
る
木
村
の
生
産
主
流
通
の
過
程
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
伐
採
予
定
材
積
が
森
林
組
合
施
業
案
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
、
そ
れ
が

各
山
林
所
有
者
に
割
当
て
ら
れ
る
。
伐
抹
予
定
材
積
を
基
礎
に
森
林
組
合

は
生
産
組
合
と
素
材
売
買
契
約
合
締
結
す
る
。
庶
営
組
合
で
あ
る
森
林
組

合
は
自
ら
労
働
者
を
雇
傭
し
て
ぞ
の
林
分
を
伐
採
し
、
生
産
組
合
主
の
契

約
地
点
ま
で
集
材
し
て
木
材
を
引
渡
す
。
即
ち
木
材
流
通
過
程
の
同
発
点

は
材
価
協
定
で
あ
る
。
木
材
市
場
価
絡
は
公
定
さ
れ
て
い
た
が
、
山
元
価

格
は
公
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
場
公
定
価
格
か
ら
、
伐
木
・
造
材
・
連
蛾
費

そ
の
他
の
経
費
を
除
い
た
額
、
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
山
元
木
材
価

格
は
諸
経
費
の
額
に
逆
比
例
し
、
材
価
協
定
を
め
ぐ
る
生
産
組
合
と
森
林

組
合
と
の
争
点
も
、
公
定
価
格
か
ら
控
除
す
べ
き
諾
経
費
の
見
積
額
に
あ

っ
た
。
こ
ζ

で
は
戦
時
中
の
資
糾
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
昭
和
二
一
一
F

年
度
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ノ、

ノ、

の
材
価
協
定
の
い
き
さ
つ
を
み
よ
う
。
木
材
統
制
訟
は
一
一

O
年
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
物
資
需
給
調
整
訟
や
物
価
統
制
法
が
公
布
さ
れ
、
そ
れ
に
悲
き

林
業
統
制
は
存
続
し
て
い
た
か
も
戦
時
中
主
同
一
事
情
と
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
二
二
午
六
材
公
定
価
格
が
改
訂
・
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
森
林
組

合
は
山
元
価
格
を
改
訂
す
る
た
め
生
産
組
合
と
交
渉
を
開
始
し
た
。
第
一

回
の
交
渉
で
は
森
林
組
合
側
は
運
賃
諸
掛
り
を
石
当
二
六
円
と
見
積
っ
た
一

が
、
生
産
組
合
側
は
八
五
円
と
主
張
し
「
意
見
一
致
せ
ず
物
別
れ
の

止
む
な
き
に
至
っ
た
」
。
第
二
国
交
訟
で
は
「
生
産
組
合
側
は
六
八

円
を
主
張
、
木
組
合
は
四

O
円
を
主
張
、
折
街
五
時
聞
に
及
ぶ
も
意
見
一

致
せ
ず
i

、
第
三
国
交
渉
で
は
森
林
組
合
側
は
早
急
な
解
決
の
た
め
瓦
四

円
ま
で
譲
歩
し
た
が
、
生
産
相
会
側
は
六
八
円
を
悶
執
し
て
譲
ら
ず
「
基

本
的
に
意
見
対
立
が
生
じ
交
渉
を
中
止
」
す
る
の
や
む
な
き
に
至
っ

た
。
第
四
回
の
交
渉
に
お
い
て
付
運
賃
諸
掛
り
は
五
回
向
、
付
今
後
本
材

公
定
価
格
の
改
訂
あ
る
も
逗
責
諸
掛
り
は
据
置
く
、
の
二
条
件
で
材
価
協

定
は
解
決
し
た
。
か
く
て
生
産
組
合
は
、
運
賃
諸
掛
り
に
つ
レ
て
は
譲
歩

し
士
が
、
こ
れ
を
掠
首
く
と
と
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
会
定
価
格
引
上
げ
に

よ
る
利
読
を
独
占
す
る
に
亘
っ
た
の
で
あ
る
e

こ
の
解
決
に
つ
い
て
森
林

組
合
現
事
者
は
「
泊
に
遺
憾
」
と
慨
慢
し
て
い
る
。

Q
肝
事
は
当
時
af
回

想
し
て
次
の
よ
う
に
罷
っ
て
い
る
。
「
山
一
児
木
材
価
祐
の
一
算
定
は
単
純
至

極
で
運
賃
諸
掛
り
を
算
出
す
れ
ば
自
動
耐
に
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
運
賃
諸
掛
り
の
見
減
額
が
両
組
合
側
で
喰
い
違
い
紛
争
の
起

る
こ
と
が
多
〈
、
そ
の
時
に
は
警
察
に
仲
裁
を
依
頼
し
た
が
、
結
周
材
価



協
定
に
つ
い
て
は
森
林
組
合
側
は
不
利
で
あ
フ
た
」
と
。

か
く
協
定
1
れ
た
山
元
価
格
は
、
原
木
の
生
産
原
価
た
い
し
造
林
者
の

希
望
を
全
く
無
視
す
る
よ
う
な
低
い
水
準
に
あ
っ
た
。
「
戦
時
中
の
伐
採

に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
山
林
は
二
千
町
に
迭
す
る
」

(
Q
現
事
)
状
態
は
、

低
価
一
品
木
材
供
聞
の
負
担
が
山
林
所
有
者
に
背
負
わ
さ
れ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
山
林
所
有
者
が
こ
の
負
担
合
格
ミ
す
る
に
は
伐
採
材
積

第 7表地区内地日外山林所有者自I1

伏採材積及びf対主比率

岬 H 酎 1 ~叫|仇採比伐 採 付 精 | 蓄 積 | 市

|地日再寸子守12=EA r B  ¥己 I u 1 n. ~D 

伐 lil諮問当主|竺ぎ11641竺42い竺
著書官自止71山恒|一三国だ
竺l竺主???jtq批判1竺:吐----
l鞘石数 HJI4r羽 dEI，口調

J亙正戸玩-つ二7二|
C訂'J1 骨尿1>1積は昭和IB年素材涜買契酌害， "整

理(但Lホ顕村田分 2，蓄積石数は徳島県
拍水調整(昭和110年 3，机区内・叫区外蓄
積石数は総蓄積石数に在村・不在村山林所有者?
の山林所有比率を乗じたる積 4，50町以上
以下所有田それぞれ申団積石数は昭和 28年福
島県十字務需要白調査による I1I林所有規模別面積
から50町以上と以下所有者の所有司積玄算出，
そり比平に総面積右訟を乗じたる積.

ホ
頭
目
森
林
組
合

を
少
く
す
る
は
外
に
方
法
は
な
か
ワ
た
。
次
に
当
時
の
伐
採
材
積
の
割
当

状
況
を
み
よ
う
。
第
七
去
は
地
区
内
外
山
林
所
有
者
別
及
び
五

C
町
以
上

主
以
下
山
林
所
有
者
別
の
伐
採
材
積
並
び
に
伐
採
比
率
を
一
目
す
。

F
理
事

は
「
戦
時
中
は
地
医
外
山
林
所
有
者
白
山
を
狙
い
一
前
ち
の
形
で
伐
採
し

た
」
と
い
わ
れ
る
が
同
表
の
数
字
は
若
干
異
っ
て
い
る
。
即
ち
昭
和
↓
八

年
の
木
頭
村
伐
採
材
積
三

b
Jハ
ア
石
の
う
ち
地
区
外
所
有
者
の
そ
れ
は
一

方
四
千
石
で
あ
る
が
、
地
区
内
所
有
者
に
お
い
て
は
二
万
二
千
石
で
あ
る
。

蓄
積
石
数
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
み
る
と
、
地
区
外
所
有
者
で
は

0
・
一
三
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
地
区
内
所
有
者
で
は
そ
れ
に
倍
す
る

0
・
間
五
%
で
あ
る
。
右
の
伐
採
材
積
は
同
年
の
総
伐
採
量
の
約
五
一
り
%
円

余
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
般
的
傾
向
は
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
狙
い
討
ち
」
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
地
区
内
山
林
所
有
者
で
あ
る
。
地
区

外
山
林
所
有
者
(
ヂ
の
主
要
な
る
も
の
は
製
材
資
本
で
あ
る
)
は
、
低
価

格
木
材
供
出
の
犠
射
を
地
区
内
所
有
者
に
転
複
し
た
と
い
え
る
で
は
な
か

ろ
う
か

m

次
に
所
有
規
模
別
に
み
れ
ば
、
主

O
町
以
上
の
山
林
所
有
者
の

伐
採
比
率
は
僅
か
に

0
・
二
五
%
に
す
ぎ
な
い
が
、

E
O町
以
下
の
そ
れ

は
前
者
の
二
倍
以
上
の

0
・
五
七
%
に
達
し
て
い
る
。
即
ち
低
価
栴
木
材

供
出
の
負
担
は
大
山
林
所
有
者
に
比
L
て
、
中
小
山
捗
所
有
者
に
よ
り
重

〈
負
1

ね
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
a

追
補
責
任
木
一
間
森
林
組
合
は
責
要
産
業
に
低
価
指
で
木
材
を
供
給
す
る

た
め
の
戦
時
強
制
校
採
の
計
画
実
施
機
関
で
あ
り
、
国
家
木
材
統
制
の
一
間

接
の
担
当
者
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
そ
の
機
能
は
己
の
点
に
の
み
つ
き
る
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木
頭
目
林
森
組
合

も
の
で
は
な
い
。
森
林
組
合
は
抽
出
区
外
山
林
所
有
者

l
製
材
資
本
を
し

て
‘
材
価
協
定
並
び
に
強
制
伐
採
の
不
均
衡
割
当
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
強
制
伐
採
の
負
担
を
単
な
る
山
林
所
有
者
に
転
稼
せ

L
め
る
と
共

に
、
大
山
林
所
有
者
を
し
て
そ
の
負
担
を
中
小
山
歩
所
有
者
に
転
稼
せ
し

め
る
機
能
を
も
果
し
て
レ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
八
年
五
月
木
頭
森
林
組
合
よ
り
分
離
し
て
木
頭
村
森
林
組
合
が

組
紬
さ
れ
に
。
両
組
合
の
性
格
を
比
較
検
討
す
る
こ

E
が
こ
こ
で
の
課
題

で
あ
る
が
、
ま
ず
木
頭
森
林
組
合
の
構
成
を
み
よ
う
。
本
組
合
は
平
有
・

木
頭
・
上
木
頭
を
そ
の
地
区
と
L
、
組
合
員
数
七
二
一
一
人
、
そ
の
所
有
面

積
二
一
、
九
九
五
町
(
見
込
面
積
)
で
あ
り
、
地
区
内
山
林
所
有
者
の
四

一
・
二
%
、
山
杯
面
積
の
七
一
-
二
一
%
を
し
め
て
い
る
。
次
表
に
よ
れ
ば

既
に
指
摘
し
た
本
地
区
に
お
け
る
山
林
所
有
集
績
の
著
し
く
進
ん
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
所
有
者
数
の
六
四
・
コ
一
%
を
し
め
る
主
町

以
下
の
所
有
者
の
所
有
面
積
は
総
面
積
の
僅
か
七
・
七
%
で
あ
る
が
、
所

有
者
数
の
僅
か
三
%
を
し
め
る
一

O
O町
以
ょ
の
所
有
者
の
所
有
一
凹
積
は

総
商
積
の
一
ハ
0
・
一
%
に
達
し
て
い
る
。
こ
白
こ
と
は
森
林
組
合
員
所
有

面
積
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
五

0
・
口
一
%
を
し
め
る
五
町
以
下
の
所

有
者
の
一
一
所
有
荷
積
が
八
・
七
%
円
で
あ
る
の
に
対
L
、
四
・
三
%
の
一

0
0

町
以
ょ
の
所
有
の
所
有
商
積
広
大
-
・
七
%
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
己
と

は
所
有
者
の
一
一
一
回
-
b
%
を
し
め
る
一
町
未
満
の
所
有
者
が
森
林
組
合
か

第
包
十
九
巻
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四
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第 8表木頭森枠組合地区内に拘ける階層別

山林所有者数，組合員数及び所有司積

I所有者数 i所有面積|齢 員数1面去一一|
|三世」孟iJ131孟「司平仁亡事|
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2.面積は見込而積.

ら
そ
の
定
款
に
茶
話
「
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
組
合

の
組
織
率
の
ほ
い
主
た
る
原
因
を
な
し
て
い
る
。
本
組
合
に
お
け
る
地
区

外
組
合
員
は
二
二
止
一
人
で
組
合
員
町
四
八
・
六
何
で
あ
る
が
、
そ
の
所
有



面
積
は
総
面
積
の
ム
ハ
九
・
九
%
を
し
め
て
い
る
。
即
ち
ボ
在
地
主
の
所
有

面
積
が
大
で
あ
る
が
、
就
中
五
O
O町
以
上
の
大
地
主
は
す
べ
て
不
在
地

主
で
あ
り
そ
の
大
半
が
那
賀
川
下
流
の
製
材
業
者
で
あ
る
。
組
合
の
役
員

は
組
合
長
の
ほ
か
副
組
合
長
二
名
理
事
一
二
名
監
事
四
名
で
あ
る
&
そ
の

う
ち
不
在
地
主
は
副
組
合
長
一
名
理
事
三
名
監
事
一
名
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
大
地
主
で
あ
り
、
そ
の
組
合
に
対
す
る
支
配
力
は
、
地
区
内
役
員
に

も
彼
等
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
者
も
あ
る
ゆ
え
相
当
強
力
な
も
の
主
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
聴
取
調
査
及
び
組
合
議
事
録
か
ら
一
も
推

測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
彼
等
の
賀
子
を
媒
介
主
す
る
村
落
支
配

関
係
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
木
頭
村
森
林
組
合
に
つ
い
て
み
よ
う
。
同
組
合
は
木
頭
村
を
地
区

と
L
3
次
表
に
よ
れ
ば
組
合
員
数
三
五
六
人
、
そ
の
所
有
面
積
六
、
九
四

二
町
で
あ
り
山
林
所
有
者
の
六
七
・
六
%
、
山
林
面
積
の
四
了
二
一
%
を
し

め
て
い
る
。
と
れ
を
旧
組
合
主
対
比
す
れ
ば
、
組
合
の
組
織
車
は
高
い
が

組
合
所
属
山
林
面
積
の
地
区
内
山
林
面
積
に
対
す
る
比
率
は
低
い
。
組
合

の
組
織
率
の
高
い
理
由
は
、
本
組
合
が
一
町
未
満
山
林
所
有
者
を
も
加
人

せ
し
め
て
お
り
村
内
地
主
は
殆
ど
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

所
属
面
積
の
少
い
こ
と
は
本
村
に
は
不
在
地
主
が
多
く
し
か
も
彼
等
の
多

く
は
日
組
合
に
加
え
し
て
い
る
己
主
に
基
く
。
不
在
地
、
工
の
所
有
山
林
面

積
は
村
内
山
村
の
六

0
・
一
%
に
達
し
て
い
る
。
本
村
に
お
け
る
山
林
所

有
の
集
積
も
著
し
く
進
ん
で
お
り
、
所
有
者
数
の
四
五
・
五
%
を
し
め
る

五
町
以
下
の
所
有
者
の
所
有
面
積
は
総
面
積
む
三
%
に
す
ぎ
ず
、
五
・
七

木
頭
。
森
林
組
合

第 9表 木頭村森林組合地区内に担ける階層別 L:lあ %
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末

高

D
森
林
組
合

(
四
・
E
%
)
、
そ
の
所
有
面
積
は
二
二
六
町
(
四
・
主
%
)
に
す
ぎ
な
い
。

組
合
の
役
員
は
組
合
長
の
ほ
か
理
事
九
名
監
事
三
名
で
、
い
ず
れ
も
在
村

地
主
で
あ
り
、
組
合
の
捗
進
者
は
最
大
の
地
主
た
る
組
合
長
O
氏
で
あ
る
。

本
組
合
は
本
算
削
に
村
内
山
林
所
有
者
に
よ
っ
て
構
成
、
運
営
さ
れ
て
お

り
、
不
在
地
主
の
支
配
力
の
強
い
旧
組
合
と
対
照
的
で
あ
る
。

木
頭
村
森
林
組
合
の
か
か
る
世
崎
は
旧
組
合
か
ら
の
分
裂
の
原
因
を
端

的
に
一
訴
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
木
頭

林
柴
田
発
展
の
た
め
大
な
る
投
割
を
果
し
て
き
た
木
頭
森
林
組
合
が
何
故

分
裂
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
の
一
と
し
て
昭
和
二
六
年
の
森
林
法

改
亙
が
あ
げ
ら
れ
る
。
即
も
こ
れ
に
よ
り
森
林
組
合
は
協
同
組
合
と
し
て

再
編
さ
れ
加
ス
院
長
の
自
由
が
認
め
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
脱
退
の
自
由
が

認
め
ら
れ
た
唱
と
し
て
も
、
組
合
員
が
組
合
の
実
状
に
満
足
し
て
い
る
な
ら

ば
脱
退
は
し
な
い
は
ず
で
あ
り
、
と
の
改
正
は
分
裂
の
一
契
機
を
与
え
た

に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
分
裂
の
他
白
原
因
は
那
賀
川
綜
合
開
発
事
業
に

よ
る
、
木
頭
地
区
の
間
口
を
摘
す
長
安
ロ
ダ
ム
の
建
設
で
あ
る
。
け
た

L

こ
の
八
三
米
の
ダ
ム
建
設
は
従
来
琉
送
一
本
に
依
存
し
て
い
た
木
頭
林
業

を
一
変
せ
し
め
た
。
山
岳
草
畳
た
る
奥
地
木
頭
の
木
材
を
搬
刊
す
る
に
は

那
賀
川
を
利
用
す
る
流
送

1
谷
口
土
場
ま
で
の
散
流
そ
れ
よ
り
下
流
へ

の
筏
流
ー
が
唯
一
の
方
法
で
あ
仏
、
か
か
る
自
然
的
条
件
を
巧
み
に
引
用

し
て
下
流
の
製
材
業
者
の
木
頭
林
業
K
刻
す
る
支
配
体
制
は
確
立
さ
れ

た
。
那
賀
川
木
材
申
一
産
組
合
の
結
成
は
そ
の
体
制
を
よ
り
強
化
し
た

Q

他

地
方
の
業
者
が
木
頭
で
立
木
を
買
っ
て
も
、
そ
の
山
林
野
働
に
従
事
す
る

第
七
十
九
巻
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四
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者
を
下
流
業
者
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う
巧
妙
な
手
段
が
と
ら
れ
、
事

実
上
伐
出
が
困
難
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
で
い
る
白
か
か
る
体
制
に
対
応

し
て
木
頭
森
林
組
合
の
、
主
吏
任
務
は
涜
送
路
の
改
修
、
集
木
曜
の
築
造
、

林
道
の
敷
設
等
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
組
合
が
那
賀
川
木
材
生
産
組

合
と
材
価
交
渉
を
行
ヮ
た
際
に
市
別
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
〆
ム
控
設
は
流
送
を
一
挙
に
不
可
能
な
ら

し
め
、
ト
一
プ
ジ
グ
に
よ
る
陸
送
に
切
養
え
ら
れ
た
心
こ
れ
に
よ
り
従
来
約

一
年
を
要
し
土
木
材
の
搬
出
が
数
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
、
木
材
の
流
失
・
損

傷
が
防
止
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
流
送
に
比
し
て
誌
に
小
口
の
-
取
引
が
可

能
と
な
っ
た
。
か
く
て
下
流
の
た
製
材
資
京
の
独
占
下
に
あ
っ
た
木
頭
林

業
に
対
し
て
、
小
資
本
進
出
の
可
能
性
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
既
に
敗
戦

直
後
徳
島
市
の
有
力
業
者
が
大
阪
の
業
者
t
k

結
ん
で
木
頭
へ
の
攻
勢
を
行

っ
て
い
る
。
戦
后
の
木
材
プ
1
ム
を
背
景
L

ど
し
て
他
地
区
の
業
者
の
木
頭

進
出
も
除
々
に
行
わ
れ
ん
と

L
て
い
た
が
、
グ
ム
建
設
が
そ
の
割
期
を
な

L
た
の
で
あ
る
。
強
力
な
統
制
組
純
で
あ
っ
た
那
賀
川
木
材
生
産
組
合
は

昭
和
二
五
年
ま
で
存
続
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
機
能
は
よ
り
早
〈
失
わ
れ
て

い
る
。
か
く
て

r人
建
設
は
製
材
資
本
の
木
頭
林
莱
に
対
す
る
独
占
体
制

白
地
盤
を
ゆ
る
が
す
要
因
と
な
る
邑
共
に
、
他
方
森
林
組
合
の
主
要
な
任

務
で
あ
っ
た
流
送
関
係
の
事
業
の
重
要
性
を
喪
失
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
情
勢
に
対
応
し
て
、
木
材
プ
1
ム
に
の
っ
て
経
済
力
の
上
界
せ
る

地
一
古
山
林
所
有
者
が
製
材
資
本
の
支
田
下
よ
り
脱
却
し
よ
う
ー
と
す
る
こ
と

は
必
然
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
と
共
に
彼
等
が
製
材
資
本
町
支
聞
下
に



あ
っ
た
森
林
組
合
に
不
満
宮
だ
く
に
至
っ
た
こ
と
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る

と
こ
ち
で
あ
る
。
新
組
合
白
人
達
は
わ
れ
わ
れ
の
質
問
に
対
し
て
一
応
「

複
雑
な
事
情
が
あ
ヮ
て
」
と
言
葉
を
潤
し
て
い
る
が
、
脱
退
の
主
た

る
越
由
は
付
旧
組
合
の
地
区
は
余
り
に
正
広
大
で
あ
り
、
各
村
及
び
地
区

内
所
有
者
と
地
区
外
所
有
者
の
利
害
対
立
が
あ
り
、
最
も
奥
地
で
あ
る
木

頭
村
は
屡
々
不
和
で
あ
り
、
市
も
涜
送
関
係
、
林
道
等
の
事
業
は
む
し
ろ

地
区
外
大
地
主
に
有
利
に
行
わ
れ
た
こ

ι、
伺
旧
組
合
の
活
動
は
近
年
比

滞
L
次
第
に
寄
生
化
し
て
い
た
こ
と
、
に
あ
る
し
ι
推
察
き
れ
る

U

従
フ
て

森
林
組
合
の
分
裂
は
必
然
的
で
あ
っ
た
で
あ
る
う
。
そ
れ
は
在
村
地
主
と

不
在
地
主
就
巾
製
材
業
者
と
の
利
害
対
立
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
剖
期
を
な
す
も
の
が
タ
ム
建
設
で
あ
り
、
森
林
法
改
E
は
法
的
に
そ
の

契
機
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
木
材
デ
1
ム
の
波
に
の
り
上
昇
せ

る
在
村
地
、
主
の
経
済
力
が
新
組
合
結
成
の
経
済
的
地
盤
で
あ
る

u

ダ
ム
建

設
に
対
し
て
最
初
製
材
業
者
と
共
に
そ
の
反
対
運
動
に
結
集
し
た
地
元
民

の
う
ち
、
ま
ず
木
頭
と
上
木
頭
の
村
民
が
脱
落
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

彼
等
は
反
対
運
扇
の
渦
中
に
お
い
て
、

F
A完
成
後
の
同
村
林
莱
の
進
路

を
自
覚
し
土
1
k
も
思
わ
れ
る
町
で
あ
る
。
な
お
従
来
木
頭
木
材
の
殆
ど
一

0
0
%を
墜
擁
し
て
い
た
下
流
製
材
業
者
の
現
在
に
お
け
る
取
扱
数
量
は

約
八

o
mで
あ
る
k
い
わ
れ
て
い
る
ロ
即
ち
そ
の
木
頭
林
業
に
対
す
る
支

配
力
は
依
然
L

に
し
て
強
力
で
あ
る
が
、
そ
の
独
占
的
地
位
は
や
や
弱
体
化

し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
分
裂
後
二
つ
の
森
林
組
合
は
如
何
な
る
機
能
を
果
し
て
し
る

木
覇
。
森
林
組
合

で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
で
は
紙
数
の
関
係
も
あ
り
両
組
合
の
事
業
内
容
に
つ

き
、
そ
の
特
徴
的
な
点
を
の
み
検
討
し
両
者
の
性
格
に
ふ
れ
る
に
と
ど
め

ト
l
a

どフ。
」
「
木
頭
轟
林
組
合
本
組
合
は
昭
和
三
七
年
三
月
定
款
変
更
に
よ

り
現
行
森
林
法
に
基
き
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
本

組
合
が
協
同
組
合
ー
と
し
て
如
何
な
る
役
割
を
果
し
、
木
頭
林
業
に
対
し
て

如
何
な
る
電
義
主
相
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
い
ま
昭
和
三
九
年

度
及
び
三

0
年
度
の
総
会
議
案
に
よ
ヮ
て
そ
の
事
業
内
容
を
み
れ
ば
次
の

如
く
で
あ
る
。

∞
教
育
指
導
事
業
二
九
年
度
に
お
い
て
は
「
単
に
立
木
服
売
価
掲
の

連
絡
伐
採
許
可
及
び
届
出
励
行
、
造
林
補
助
申
請
」
等
を
行
っ
た
程
度
で

あ
り
、
一
二

0
年
度
に
も
変
り
な
く
、
積
極
的
活
動
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

凶
貸
付
事
業
森
林
組
合
の
宮
要
な
任
務
が
林
業
資
金
の
斡
旋
に
あ
る

こ
と
は
我
国
の
組
合
の
実
状
だ
が
、
木
組
合
に
お
い
て
は
、
削
造
林
補
助

金
は
ニ
九
年
度
一
一
、
六
一
一
=
、
五
八
八
円
で
七
一
件
、
こ
れ
に
よ
る
造
林

胃
積
は
二
六
三
町
六
反
で
あ
り
、
一
町
当
九
、
二
二

0
・
九
円
で
実
際
の

造
林
費
の
約
三

O
財
に
あ
た
る
。
三

0
年
度
は
ご
、
五
六
八
、
一
二
九
四
円

で
一
七
四
件
、
造
林
面
積
は
二
八
二
町
八
反
五
畝
で
一
町
当
九
、
。
八

O

二
二
四
円
で
前
年
度
よ
り
淑
少
し
て
い
る
。
一
件
当
り
、
補
助
金
は
三
六
、

八
一
一
円
お
よ
び
一
四
、
七
六
一
円
で
あ
り
、
造
林
重
積
は
三
町
六
反
九

敵
三
六
歩
お
よ
び
一
町
六
度
二
畝
一
七
歩
で
あ
る
。
制
伐
採
調
整
資
金
は

二
九
年
度
一
二
五
六
・
五
万
円
で
三
人
が
借
ス
れ
て
お
り
、
一
人
当
一
七

第
七
寸
九
巻

第
囲
碁

六
七

四



ホ
覇
。
森
枠
組
合

四
、
一
三
二
円
で
あ
り
、
一
一
一

0
年
度
は
二
四
一

υ万
円
で
九
人
が
借
ス
れ
一

人
当
二
六
六
、
六
六
七
円
で
前
年
度
よ
り
被
少
し
て
い
る
。
伐
調
資
金
は

い
う
ま
で
も
な
く
適
豆
伐
期
令
級
以
下
の
立
木
維
持
を
閏
的
色
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
使
途
を
み
れ
ば
二
九
年
度
に
お
い
て
は
二
子
人
の
う
ち

林
業
に
投
下
し
た
も
の
五
人
、
教
育
費
一
人
、
生
活
費
七
人
で
あ
り
、
三

0
年
度
は
九
人
の
う
ち
林
業
四
人
で
他
は
す
べ
て
生
活
費
に
あ
て
て
い

る
。
伐
詞
資
金
を
林
業
に
投
じ
て
い
る
の
は
均
較
的
土
地
所
痛
の
大
な
る

も
の
で
あ
り
生
活
費
に
あ
て
て
い
る
の
は
零
細
所
有
者
で
あ
る
が
、
一
一

O

l
三
O
町
の
所
有
者
で
も
生
活
費
に
使
用
し
て
い
る
者
も
あ
る
。
か
か
る

低
利
資
金
(
年
四
分
)
も
現
実
に
は
生
産
的
に
利
用
さ
れ
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。
付
造
林
借
ス
金
は
二
九
年
度
-
件
五

O
万
円
、
コ
一

0
年
度
一
件

-円

0
・
七
万
円
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
地
主
に
よ
り
年
利
回
・
五
%
、

五
年
据
置
二
C
年
払
の
条
件
で
利
用
さ
れ
て
い
る
n

森
林
組
合
は
か
か
る

資
金
の
斡
旋
に
際
し
て
造
金
補
助
金
一
C
%
、
伐
調
資
金
一
拐
、
造
林
借

入
金

G
・
五
%
の
苧
数
料
を
徴
収
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
組
合
の
重
要
な

財
源
の
一
つ
で
あ
る
。
他
方
、
組
合
内
の
造
林
面
積
は
三
九
年
度
三
一
五

町
四
反
六
敵
、
三
行
一
年
度
(
見
込
)
一
一
一
一
二
七
町
六
反
三
畝
で
あ
る
が
、
両

年
度
の
伐
採
面
積
及
び
材
積
は
二
九
年
度
三
三

O
町
、
一

O
玉
、
八
一
六

石
、
三

0
年
度
三
一
一
一
七
町
、
一

(U
四
、
七

O
七
右
で
あ
る
。
伐
採
酉
横
及

び
材
積
は
税
金
の
関
係
も
あ
っ
て

E
確
に
把
揮
す
る
こ
之
が
困
難
で
あ

り
、
右
目
数
宇
も
実
績
よ
り
か
な
り
少
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
林

業
地
帯
に
お
い
て
も
山
林
荒
廃
傾
向
の
内
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

第
七
十
九
巻

四
巴ヨ

第
四
号

六
人

あ
ろ
う
。

ゆ
極
前
生
産
事
業
種
苗
生
産
は
従
来
組
合
員
自
ら
乙
れ
を
行
い
組
合

は
直
営
し
な
か
っ
た
。
二
九
年
度
に
は
組
合
は
組
合
員
の
生
産
種
子
(
杉

一
石
一
斗
四
升
)
を
県
営
貰
閣
に
育
成
を
委
託
L
、
そ
の
残
り
一
一
斗
二
升

を
組
合
員
に
無
償
で
阻
布
L
て
い
る
。
三

0
年
度
に
は
こ
の
ほ
か
直
営
苗

閏
を
設
置
し
て
い
る
。

ω利
用
事
業
最
近
に
お
け
る
組
合
の
琉
送
路
、
林
道
等
の
土
木
事
業

は
政
府
及
び
県
の
緊
縮
予
算
の
影
響
を
も
う
け
て
必
将
L
二
九
年
度
に
は

四
四

O
、
六
三
七
で
集
木
曜
二
つ
の
補
修
、
三

0
年
度
に
は
八
五
九
、
一

三
五
円
で
集
ホ
堰
一
つ
の
復
旧
が
行
わ
れ
仕
。
林
道
工
事
は
行
わ
れ
て
い

亡、。
百
Lm購

買
事
業
本
組
合
は
購
買
事
業
を
殆
ど
行
わ
ず
、
僅
か
に
苗
木
の

購
買
を
行
う
の
み
。
即
ち
二
九
年
度
六
九
、
四
五
心
本
、
一
一
一
C
年
度
に
は

二
一
・
五
万
本
に
激
増
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
商
品
は
取
扱
っ
て
い
な

し
同
販
売
事
業
従
来
本
組
合
に
お
い
て
は
販
売
事
業
は
全
く
行
わ
れ
て

知
ら
ず
、
一
三
年
二
月
徳
島
県
那
賀
川
原
木
市
場
が
設
立
さ
れ
て
以
来
初

め
て
木
材
販
売
が
行
わ
れ
る
に
語
っ
た
。

的
受
託
森
林
経
営
事
業
こ
の
事
業
も
従
来
行
わ
れ
て
い
な
い
が
三
一

年
度
に
初
め
て
三
分
所
四
一
町
に
一
七
一
方
円
で
杉
九
・
=
-
万
本
、
檎
二

千
本
の
造
林
が
行
わ
れ
た
。

以
上
木
頭
森
林
組
合
の
事
業
内
容
を
概
観
し
た
が
、
本
組
合
は
従
来
協



同
組
合
と
し
て
の
積
情
的
経
済
的
活
動
を
行
ヲ
て
お
ら
ず
、
最
道
よ
う
や

く
か
か
る
方
向
へ
の
動
き
を
一
目
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
来
長
も
重
要

な
任
務
で
あ
っ
た
流
送
及
び
森
道
関
係
の
事
業
は
不
振
で
あ
る
。
と
乙
ろ

で
組
合
の
経
営
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
組
合
の
収
支

関
係
を
み
よ
う
。
二
九
年
度
の
組
合
収
入
三
、
。
。
一
一
、
四
二
九
円
の
う

ち
、
主
な
る
科
目
白
し
め
る
比
率
は
版
売
手
数
料
豆
四
・
一
二
%
、
利
用
事

業
一
五
%
、
造
林
手
数
料
一
=
一
・
八
%
、
貸
付
事
業
八
・
四
%
、
事
業
外

収
入
五
・
六
%
で
あ
り
、
特
に
販
売
手
数
料
が
重
要
な
地
位
を
し
め
て
い

る
u

こ
の
販
売
手
数
糾
は
所
謂
販
売
事
業
に
よ
る
手
数
斜
で
は
な
く
、
寸
一

木
売
買
の
際
組
合
へ
提
出
さ
れ
る
伐
採
許
可
申
請
及
び
居
出
に
対
し
て
、

組
合
の
徴
収
す
る
売
買
価
格
の
五
%
の
手
数
料
で
あ
る
。
造
林
手
数
料
も

殆
ど
造
林
補
助
金
の
手
数
料
よ
り
な
る
。
一
方
、
組
合
支
出
一
一
、
九
七

五
、
四
三
八
円
の
う
ち
主
な
る
科
目
の
比
率
を
み
れ
ば
、
一
般
管
理
費
七
五

%
、
水
路
関
係
事
業
費
一
四
%
、
貸
付
事
業
費
七
・
二
%
で
あ
り
、
一
般

管
理
費
の
比
重
が
極
め
て
両
く
事
業
関
係
の
そ
れ
は
低
い
。
第
5
表
と
比

較
す
れ
ば
水
路
関
係
事
業
費
の
激
獄
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
般
管
理
費
の

う
ち
役
員
報
酬
と
給
料
手
当
の
合
計
は
五
一
・
五
%
を
し
め
、
こ
れ
は
組

合
支
出
の
三
八
・
六
%
に
迭
す
る
。
即
ち
組
合
収
入
は
殆
ど
単
な
る
手
数

料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
1

事
業
支
問
の
小
額
な
る
こ
と
を
一
目
し
て

お
り
、
森
林
組
合
は
国
家
資
金
の
単
な
る
斡
旋
機
関
に
す
ぎ
ず
、
組
合
自

体
に
よ
る
事
業
は
沈
滞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
協
伺
組
合
と
し
て
の
森
林

1
「
の
進
む
べ
き
一
道
は
、
そ
の
経
済
活
動
即
ち
積
市
生
産
・
造
林
・
阪

ー

主
-
晴
買
・
利
用
等
の
事
業
に
あ
り
、
資
金
の
融
通
も
此
等
同
事
業
と
の

関
連
に
お
い
て
行
わ
る
べ
き
で
あ
る
。
最
近
よ
う
や
く
か
か
る
方
向
へ
の

動
き
が
見
ら
h
る
が
、
現
状
で
は
な
お
極
め
て
不
充
分
で
あ
る
。
他
方
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
従
来
本
組
合
を
支
配
し
て
き
た
下
慌
の
製
材
資
本
が

組
合
に
対
す
る
関
心
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
既
に
有
力
な
る
両

氏
が
組
合
よ
り
脱
退
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
流
送
か
ら
陸
送
へ
の
転
化

官
契
機
と
し
て
、
森
林
組
合
が
か
つ
て
の
士
工
組
合
と
し
て
の
一
役
割
を
喪

失
せ
る
現
実
に
基
づ
〈
主
共
に
、
他
方
組
合
の
原
木
市
場
へ
の
一
参
加
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
本
頭
村
森
林
組
合
的
教
育
指
導
事
業
本
組
合
の
根
本
的
指

導
方
針
は
村
内
山
林
の
村
外
へ
の
涜
向
を
閉
止
す
る
こ
と
に
あ
り
、
講
習

会
の
開
催
、
種
子
改
良
、
精
英
樹
の
撰
定
、
病
虫
害
の
予
防
消
毒
、
簡
易

索
道
の
奨
励
、
止
木
の
売
買
斡
旋
、
密
植
及
び
椎
茸
栽
培
の
奨
励
等
を
行

っ
て
お
り
、
旧
組
合
に
お
け
る
よ
り
も
積
極
的
で
あ
る
が
、
そ
の
宰
績
は

た
お
少
い
。

ω貸
付
事
業
的
造
林
補
助
金
は
二
九
年
度
に
お
い
て
は
二
、
一
九

二
九
七
一
円
で
一
九
八
件
、
こ
れ
に
よ
る
造
格
囲
積
は
二
三
五
町
五
畝

で
あ
り
、
一
二

0
年
度
に
は
一
一
、
三
二
二
、

O
二
O
H
で
二
二
四
件
、
造
林

田
積
は
二
二
六
町
五
反
で
あ
る
。
一
即
ち
一
件
当
楠
助
金
は
そ
れ
ぞ
れ
一

一、

O
七
0
・
五
六
円
、
一

O
、
三
二
五
・
八
九
円
で
あ
り
、
造
林
面
積

は
一
町
一
反
八
畝
二
一
歩
お
よ
び
一
町
一
献
四
歩
で
あ
る
ロ
一
町
当
補
助

金
は
二
九
年
度
の
九
、
三
二
六
・
一
二
五
円
に
対
し
、
一
ニ

0
年
度
は
一

O
、

ホ

頭

D
森
林
組
合

第
四
号

第
七
十
九
巻

=
一
四
五

ーノ、
71 



木
輔
自
森
林
組
合

二
二
一
・
間
五
円
、
少
し
増
加
し
て
い
る
が
、
一
件
当
補
助
金
及
び
造
林
面
積

は
三

O
年
が
小
で
あ
る
ロ
い
ま
こ
れ
を
旧
組
合
主
比
較
す
れ
ば
一
町
当
補

助
金
に
つ
い
て
は
殆
ど
差
具
は
な
い
が
、
一
件
当
り
造
林
酉
積
及
び
補
助

金
は
小
で
あ
石
。
こ
れ
は
本
組
合
に
お
い
て
は
中
小
地
主
が
多
く
大
地
主

の
少
い
に
と
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
制
伐
採
調
整
資
金
は
二
九
年
度
二
四

一
・
四
万
円
で
一

O
人
が
借
ス
れ
て
お
り
一
人
当
二
回
一
、
四

O
O刊
で

あ
り
、
一
ニ

0
年
度
は
二
五
ひ
万
円
で
九
人
が
借
入
れ
一
人
当
二
七
七
、
七

七
八
円
で
あ
る
。
伐
調
資
金
の
使
途
は
二
九
年
度
に
は
林
業
に
投
下
し
た

も
の
僅
か
一
入
、
製
材
資
金
一
人
で
あ
り
、
そ
の
他
は
生
活
費
一
一
一
入
、
教

育
費
三
人
、
建
築
費
三
人
で
あ
る
。
三
一

C
年
度
に
は
林
業
に
摂
下
し
た
も

の
二
人
、
教
育
費
五
人
、
生
活
費
一
人
、
蓮
宗
資
金
一
人
で
あ
る
。
即
ち

伐
調
資
金
は
殆
ど
林
業
に
技
ぜ
ら
れ
て
お
ら
ず
日
組
合
に
お
け
る
よ
り
も

甚
だ
し
い
の
で
あ
る
。
川
円
造
林
借
入
金
は
三

0
年
度
に
一
件
あ
る
の
み
だ

が
三
凹

O
万
円
で
机
合
長
口
氏
が
借
受
け
て
い
る
。
な
お
貸
付
事
業
に
閲

す
る
組
合
の
手
数
料
は
旧
組
合
と
同
事
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
貸

付
事
業
に
関
し
て
は
新
日
二
つ
の
組
合
に
何
等
の
差
異
も
存
し
な
い
a

ま

た
両
年
度
に
お
け
る
伐
採
面
積
及
び
材
積
は
二
九
年
度
三
八

0
・
五
三
町

、
九
七
、
三
四
八
石
、
三

0
年
度
二
六
一
・

O
六
町
、
九
四
、
八
一
八
右

で
あ
り
、
こ
こ
に
も
淀
伐
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

川
同
種
百
生
産
事
業
組
合
に
よ
る
直
営
苗
閣
の
経
営
は
積
極
的
に
は
行

わ
れ
て
お
ら
ず
旧
制
合
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。

判
別
用
事
業
二
九
年
度
に
は
大
一
三
、
四
一
四
日
で
林
道
工
事
を
有

第
七
十
九
巻

第
四
号

四
ノ、

七
O 

ぃ
、
一
二

0
年
度
に
は
二
六
六
六
、
。
五
八
円
で
林
道
復
旧
工
事
を
な
し

延
長
六
二
四
米
を
完
成
し
て
い
る
。
な
お
本
村
に
お
い
て
は
県
営
に
よ
る

奥
地
林
道
の
開
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
よ
り
余
剰
長
産
物
の
見

返
資
金
に
よ
る
民
有
林
開
発
が
森
林
開
発
会
団
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
て
い

る。

ω購
買
事
業
本
組
合
に
お
け
る
購
買
事
業
は
旧
組
合
の
そ
れ
よ
り
も

活
踊
酷
で
あ
る
。
即
ち
二
九
担
度
に
は
苗
木
一
一
六
、
九

O
O本
(
三
四
回
、

八
七
五
円
て
そ
の
ほ
か
椎
茸
菌
五
五
主
本
会
二
一
一
、
一
八

O
N
)
、
椎
茸

菌
打
込
器
三
個
(
一
、
六
五

O
円
)
で
あ
り
、
一
二

0
年
度
に
は
苗
木
一
四

一二、一ニ

0
0本
(
一
↓
一
五
五
、
九
二

O
円
)
、
地
茸
菌
凹
=
五
本
(
三

O
、四

T10円
)
、
僻
茸
菌
打
込
器
七
個
(
三
、
八
五

O
円
)
、
粒
状
同
形
伊
判
山

氏
(
三
、
二

0
0円
〉
で
あ
る
。

凶
刷
版
諸
事
業
手
組
合
は
設
立
当
初
よ
り
阪
売
事
業
を
企
図
L
、
組
合

長
の
出
資
せ
る
村
内
の
製
材
A
E
仕
を
そ
の
外
業
部
と

L
て
利
用
せ
ん
と
し

た
が
軌
道
に
の
ら
ず
、
三

O
年
末
よ
り
県
森
連
へ
の
木
材
出
荷
の
動
き
も

み
ら
れ
た
が
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
原
木
市
場
の
設
立

後
三
一
年
度
よ
り
積
極
的
に
木
材
の
受
託
販
売
が
行
わ
れ
、
更
に
木
炭
の

共
同
出
荷
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
組
合
の
事
業
と

L
て
森
林
受
託
経
営
、
巡
廻
診
療
等
が
行
わ

れ
て
い
る
が
重
要
な
も
の
で
は
な
い
。
次
に
組
合
の
収
支
関
係
を
よ
り
目
λ

保
的
に
二
九
年
度
に
つ
い
て
み
よ
う
。
収
ス
一
、
凹
四
八
、
七
二
八
円
の

う
ち
、
豆
な
る
科
目
の
し
め
る
比
率
は
、
林
業
事
業
分
担
金
二
七
・
五
%
、



販
亮
手
数
料
二
四
%
、
休
道
事
業
補
助
金
一
六
・
一
%
、
造
林
手
数
料
一

五
・

-um、
雑
収
ス
七
・
二
%
等
で
あ
る
。
販
売
子
数
料
は
旧
組
合
の
そ

れ
と
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
り
(
率
も
同
じ
)
造
林
手
数
料
は
全
額
造
林

補
助
合
の
手
数
料
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
で
総
収
ス
の
三
九
・
一
%
で
あ

る
の
に
苅
L
、
林
道
事
業
関
係
比
四
コ
一
・
六
%
で
あ
る
。
ま
た
支
出
一
、

四
三
八
、
一
ニ
四

O
円
の
う
ち
で
は
一
般
管
理
費
四
七
%
、
林
道
事
業
費
四

三
・
九
%
、
森
林
区
実
施
計
画
実
行
費
四
・
九
%
、
そ
の
他
四
・
二
%
で

あ
り
、
役
員
報
酬
と
給
料
手
当
の
合
計
は
一
般
管
盟
費
の
四
五
・
九
%
を

し
め
組
合
支
出
の
一
二
・
五
%
で
あ
る
。
か
か
る
経
営
内
容
を
前
述
せ
る

旧
組
合
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
木
頭
村
森
林
組
合
は
林
道
事
業
を
中
心

と
し
て
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
し
て
お
り
、
単
な
る
手
数
料
の
し
め
る
比

重
も
よ
り
低
い
の
で
あ
る
。
ま
た
最
屯
購
買
、
販
売
等
の
経
済
活
動
も
発
展

傾
向
を
一
目
し
て
い
る
が
、
L
か
も
な
お
旧
組
合
左
大
差
の
な
レ
状
態
で
る
。

木
頭
村
官
林
組
合
成
立
の
翌
年
七
月
、
上
木
頭
村
民
の
大
半
が
旧
組
合

よ
り
脱
退
し
て
上
木
頭
村
森
林
組
合
を
組
織
し
た
。
上
木
頭
村
森
林
組
合

は
そ
の
組
合
員
二
ニ
六
人
、
組
合
員
の
所
有
国
積
は
約
四
千
二
百
町
で
あ

る
が
(
二
h

九
年
度
末
現
在
て
そ
の
特
徴
は
第
一
に
殆
ど
在
村
地
主
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
か
っ
大
地
主
が
少
く
、
第
二
に
協
同
組
合
と
し
て

の
経
済
活
動
に
重
点
を
お
い
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
即
ち
組
合
員
の
う
ち

不
在
地
主
は
僅
か
二
人
に
す
ぎ
ず
市
も
零
細
山
所
有
者
で
あ
り
、
組
合
は
ま

ず
組
合
手
数
糾
を
他
の
二
つ
の
組
合
よ
り
引
下
げ
る
し
乙
共
に
(
造
林
補
助

金
手
数
料
は
三
%
、
前
述
白
眼
売
手
数
料
一
二
%
、
前
誌
の
販
脅
手
数
料
三

木
頭
目
森
林
組
合

%
)
、
他
方

ω直
営
苗
固
に
よ
る
種
苗
生
産
、

ω苗
木
・
椎
茸
菌
・
農
薬

・
農
機
具
・
肥
料
等
の
購
買
、
間
木
材
の
販
売
、
な
ど
を
積
極
的
に
行
ヮ

て
い
る
。
特
に
注
目
す
ベ
雪
は

ωで
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
組
合
は
林

道
・
水
路
関
係
の
事
業
を
行
つ
で
お
ら
ず
、
ま
た
前
述
せ
る
一
つ
の
組
合

に
お
け
ゐ
阪
完
手
数
料
を
低
率
で
は
あ
る
が
徴
収
し
て
お
り
、
こ
れ
が
組

合
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
主
は
本
組
合
の
弱
点
並
に
他

の
組
合
と
の
共
通
の
性
格
を
一
討
す
も
の
し
乙
し
て
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
木
材
の
販
売
事
業
は
一
一
』

O
年
秋
よ
り
行
わ
れ
受
託
阪
売
・
買
取
販
売

の
ご
方
法
に
よ
り
県
森
連
に
出
荷
さ
れ
、
コ
一

0
年
度
に
お
い
て
は
前
者
二

O
万
才
後
者
二
五
・
八
万
才
で
あ
り
、
一
ニ
一
年
度
に
は
一
一
月
五
日
現
在
ま

で
に
そ
れ
ぞ
れ
一
五
万
才
及
び
一

O
万
才
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

数
量
は
伐
採
石
数
の
約
一
七
%
に
す
ぎ
ず
、
む
し
る
問
題
は
今
後
に
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
白
眼
売
手
数
料
は
受
託
販
指
で
は
才
当
り
二
五
銭

で
あ
り
、
買
取
販
売
の
ば
あ
い
は
価
格
路
島
吉
際
に
は
才
当
り
一
円
、
下

落
の
際
に
は
組
合
長
の
責
任
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
販
売
活
動
は
よ
木

頭
村
森
林
組
合
が
木
頭
地
方
の
先
駆
を
な
し
て
お
り
、
こ
れ
に
刺
激
さ
れ

て
木
頭
村
森
林
血
合
及
び
木
頭
森
林
組
合
も
阪
完
活
動
を
開
始
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
三
組
合
の
う
b
田
恒
も
小
規
槙
な
上
木
頭
村
森
林
組
合
が

ま
ず
最
初
に
ト
一
フ
ッ
グ
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
而
L

て
各
組
合
の
販
売
活
動
を
決
定
付
け
た
も
の
は
徳
島
県
那
貧
川
原
木
市
場

の
設
立
で
あ
ヲ
た
の
で
あ
る
。
岡
市
場
は
コ
二
年
四
月
五
目
的
初
市
以
来

寸
一
月
五
日
主
で
の
取
引
数
量
凶

O
O万
才
に
す
ぎ
な
い
が
、
木
頭
林
業

第
七
十
九
巻

第
四
号

四
七

七



木
頭

D

森
林
組
合

に
与
え
た
影
響
は
犬
で
あ
る
。
同
市
場
は
製
材
業
者
を
排
除
し
て
山
林
所

有
者
の
み
に
よ
っ
日
【
一
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
(
社
長
Y
氏
は
製
材
業
者

で
あ
る
が
自
ら
は
と
れ
よ
り
退
き
山
林
所
有
者
と
し
て
参
加
)
。
こ
れ
に

よ
っ
て
木
頭
地
方
に
お
い
て
は
従
来
よ
り
も
一

o
t
ニO
%
有
利
に
立
木

の
阪
売
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
k
い
わ
れ
て
お
り
、
更
に
従
来
商
品

価
値
の
な
か
っ
た
小
経
木
も
有
利
に
阪
寛
き
れ
る
こ
と
に
な
ョ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
と
共
巨
森
林
組
合
は
経
済
活
動
へ
の
強
い
刺
激
を
与
え
ら

れ
、
組
合
員
の
組
合
に
対
す
る
関
心
も
次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
白
か
か

る
傾
向
は
ま
た
三
つ
の
組
合
聞
の
性
格
の
差
異
を
徐
々
に
消
滅
せ
し
め
る

方
向
を
も
一
目
し
て
い
る
。
い
ま
伐
採
許
可
申
請
及
び
届
出
の
際
の
販
売
手

数
料
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
木
頭
森
林
組
合
は
コ
二
年
六
月
よ
り
手
数
料
一

.
五
%
及
び
一
町
当
り
四
O
円
以
下
の
賦
課
金
に
引
下
げ
、
木
頭
村
森
林

組
合
も
=
二
年
度
よ
り
右
当
り
一
四
円
に
引
下
げ
て
い
る
。
か
く
て
各
組

合
と
も
に
組
合
自
体
の
経
済
的
活
動
を
指
向
し
つ
つ
あ
る
が
現
状
に
お
い

て
は
な
お
極
め
て
不
充
分
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

む

ぴ

す

我
国
有
数
の
林
業
地
帯
木
頭
の
林
業
の
発
達
に
対
し
て
森
林
組
合
は
大

き
な
佼
割
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
が

l
戦
前
木
頭
土
工
保
護
施
業
組
合

町
一
時
期
に
は
土
工
組
合
と
し
て
流
送
路
改
一
修
・
林
道
開
設
の
担
当
者
と
な

旬
、
戦
時
中
追
補
責
任
木
頭
森
林
組
合
の
時
期
に
は
戦
時
林
業
統
制
の
末

帰
機
関
と
し
て
強
制
伐
採
の
下
請
機
関
と
L
て
|
森
林
組
合
は
地
一
百
組
合

第
七
十
九
巻

四ノ、

第
四
号

己

員
の
経
済
的
利
指
を
擁
護
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
客
観
的
に
は
那
賀
川
下

流
製
材
業
者
の
木
頭
林
業
に
対
す
る
支
配
体
制
確
立
の
た
め
の
一
有
力
な
手

段
と
化
L
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
森
林
法
の
改
止
に
よ
っ
て
協
同
組
合

と
し
て
発
足
し
た
組
合
が
長
安
ロ
ダ
ム
建
設
を
契
機
と
し
て
分
別
封
す
る
に

至
っ
た
乙
と
は
必
然
的
語
恒
で
あ
っ
た
。
独
立
し
た
新
組
合
は
積
回
雨
に

経
済
活
動
を
意
図
L
、
特
に
上
木
頭
村
森
林
組
合
に
お
い
て
は
販
売
事
業

を
中
心
と
し
て
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
た
担
そ
の
一
間
勤
は
不
充
分
で
あ

り
、
ま
た
他
方
で
は
程
度
の
差
は
あ
れ
旧
組
合
の
性
格
を
う
け
つ
い
で
い

る
の
で
あ
る
。
林
業
は
本
来
資
本
の
回
転
期
間
が
長
く
、
零
細
山
林
所
有

者
は
森
称
組
合
を
必
要
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
加
入
し
て
う
け
る
経
済

的
利
益
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
。
こ
こ
に
森
林
組
合
の
活
動
の
困
難
な
一

閃
が
あ
る
。
分
裂
後
の
三
組
合
に
つ
い
て
の
検
討
に
よ
り
、
そ
の
い
ず
れ

も
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
最
近
徐
々
に
経
済
的
問
動
を
指
向
し
つ
つ
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
原
本
市
場
の
設
立
は
そ
の
契
機
を
与
え
る
も

の
で
あ
る
が
、
し
か
も
組
合
は
い
ま
だ
本
質
的
に
は
協
同
組
合
と
し
て
の

終
済
的
活
動
を
充
分
に
は
行
つ
亡
お
ら
ず
、
特
に
出
組
合
に
お
い
て
著
L

い
。
他
方
木
頭
林
業
に
対
す
る
製
材
業
者
の
支
阻
力
は
な
お
強
力
で
あ
る

が
、
ダ
ム
建
設
を
契
機
と
し
原
本
市
場
設
立
の
過
程
に
お
い
て
徐
々
に
動

揺
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
等
が
森
林
組
合
に

対
し
て
関
心
を
失
い
つ
つ
あ
る
乙
と
は
、
か
か
る
過
程
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
ラ
。
(
本
稿
は
林
野
庁
自
委
帰
に
よ
り
咋
春
山
同
教
授
。
指
導
申

下
に
行
わ
れ
た
実
蔵
調
査
申
一
部
で
あ
る
)


